
審議事項（１）第９期川口市高齢者福祉計画・介護保険事業計画（骨子案）について　　　（資料１）





 

 

 



 

 

 



 

 







第９期川口市高齢者福祉計画・介護保険事業計画 

（骨子案）に係る論点 

 

  

１ 第９期計画における基本方針及び基本目標は、それぞれ資料ｐ６にある方

針及び４つの目標としてよいか。また、計画策定に係るＰＤＣＡサイクルを強

化する観点から、それぞれ基本目標ごとに定量的な目標値（ＫＰＩ）を設定し、

定期的に評価することとしてはどうか。   

  

２ 基本目標１について、高齢者のフレイル状態を早期に発見し、介護予防に 

つなげるための取組として、どのようなものが考えられるか。その際、現行の

基本チェックリスト事業における回答率の改善や、住民主体の取り組みを含

む多様な主体のサービス参入促進といった、地域支援事業の更なる充実の必

要性等も踏まえ、どのような工夫が必要か。 

  

３ 基本目標２について、これまでも本市では様々な在宅福祉・生活支援サー       

ビスを実施してきているが、例えば、他市でも実施している補聴器購入補助制

度のような新たな取組を実施することについてどのように考えるか。また、高

齢者の方により使いやすい事業とするため、事業メニューの分かりやすい一

覧を作成することについてどのように考えるか。 

  

４ 基本目標３について、本市では一定の介護サービスの提供基盤が整備され

ているものの、小規模多機能型居宅介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護

のような地域密着型サービスの整備には今後更なる改善が必要な状況にある。

高齢者の方ができる限り住み慣れた在宅での生活を継続できるよう、地域密

着型サービスの整備促進に向けてどのような方策が考えられるか（併せて、現

状、地域密着型サービスの整備が十分に進まない要因として、どのようなこと

が考えられるか）。 

 

５ 基本目標４について、今年度は診療報酬・介護報酬の同時改定のタイミング

でもあり、在宅医療と介護サービスの連携がより一層求められている。本市で

も、在宅医療サポートセンターにおいて、在宅医療・介護連携推進事業を実施

しているが、現状の課題や今後の改善策についてどのように考えるか。また、

いわゆる「終活」を支援する事業として他市でも様々な取組を実施しているが、

本市で作成しているエンディングノートの活用も含め、どのような方策が考

えられるか。 


